
令和4年1１月１５日

総合教育会議

平山小学校 研究概要



第３次日野市学校教育基本構想



第３次日野市学校教育基本構想

一人一人を大切にした学び合い

個別化 協働化



「一人一人を大切にした学び合い」
の具体的な取組



自由進度学習

自由進度学習は、子供たちが学習の手引き（ガイドライン）
を基に自分のペースで学習を進めていく学習形態です。



自由進度学習

授業が始まると子供たちは、学習のめあてを確認し、教科書やクロ
ムブックを使って自分で学習を進めていきます。

自分のペースで進めていくので、理解の早い児童は発展学習に取り
組み、一方でつまずきの見られる子は学習活動をやり直したりする
こともできます。



自由進度学習

一人で取り組みたい子、友達と相談しながら進めたい子、一人一
人の子供たちが自分の学び方を選択しながら進めて行きます。



自由進度学習

テキストで学ぶだけではなく、友達に説明をしたり、実際に確か
めたりする課題を設定することで、子供たちの思考力・判断力・
表現力を発揮して学びを深められるようにします。



自由進度学習

教師は、子供たち一人一人の学びの様子を見立てながら、
一人一人に適した支援をしていきます。



プロジェクト型学習

児童の活動を単元の中心に置くことで、児童の多様な学びと学
び方を大切にすることができるだけではなく、児童同士が関わ
り、学び合いながら活動を進めることができる。



プロジェクト型学習

導入では、地域の絵本屋さん出版社、作家さんをゲ
ストに呼んでブックトークをしてもらうことにした。



プロジェクト型学習

児童一人一人の読みの力は異なる。児童の実態に応じて選書
ができるように絵本から児童書まで様々なレベルの本を用意
した。（一人一人を大切にした学び）



プロジェクト型学習

児童が互いに見合ったり、教え合ったりしながら学習を進め
られるようにした。席の移動を自由にしたり、自分のタイミ
ングで離席して交流したり学び合えるようにした。



プロジェクト型学習

児童が作成したポップは、絵本屋さんに実際に展示してもら
うようにした。児童の活動や学びが学校を越えて地域に広
がって行くことは、児童の大きな動機付けになった。



ICTの活用

一人一台のクロムブックを活用することで、子供一人一人の
思考や表現、学習のペースを大切にしたり、子供たちが互い
に交流したり、協働作業をできるようにしました。



ICTの活用

デジタルドリルを活用して、個々に合ったレベル・ペースで
学習に取り組んでいきます。



ICTの活用

クラウドを活用して、共同編集・相互参照・相互評価を授業
に取り入れて協働的に学習を進めることができます。


